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今日の山行は両神山八丁尾根コースを登る計画だったが、落合橋の登山口まで行く林道金山志賀

坂線が通行止めで計画を断念した。代替山行として、今年に入り火山規制がレベル１に引き下げら

れ、前掛山まで登れるようになった浅間山に登ることにした。ロングコースなので岩舟支所を４時に

出発し、登山口の車坂峠に向かう。車坂峠の駐

車場に着くと１０台以上車があり、登山者が次々

に出発して行く。この時間に出るパーティは、

我々同様前掛山まで登るパーティだと思った。 

我々も準備を整えトイレを済ませ、ストレッチを

行って出発する。登山ポストに山行計画書を入

れ、表コースから黒斑山に向かう。カラマツ林の

中を進み、車坂山を越えるとわずかに下って登

り返す。シラビソの樹林帯を登り、溶岩が点在す

る開けた広場で休憩し衣服調整をする。さらに

薄暗い樹林帯の中を登り、避難小屋を過ぎると少し下り展望が開けた槍ヶ鞘に出る。ここから初め

て浅間山の姿が見えるはずだが、今日はガ

スが掛かり浅間山の展望は得られなかった。

左手にトーミの頭が見え、先行するパーティ

が登って行くのが見える。休憩後我々も後を

追い、トーミの頭を目指し出発する。一旦下

ってから岩交じりのガレた急登になり、ほん

のひと登りでトーミの頭に着いた。 

ガスで眺望は無く、風が強いのでザックも降

ろさず黒斑山に向かう。外輪山の縁を緩や

かに登ると火山活動を監視するカメラの施

設があり、その少し先に黒斑山山頂の標識

が立っている。残念ながらここからも眺望は無く、山頂標識で記念写真を撮ったら蛇骨岳へと向かう。



ここからも外輪山の縁を緩やかに進み、最初のピークが蛇骨岳だ。風を避けて岩陰で休憩し、ナシ

や菓子を食べてエネルギーを補給する。ここから先は岩稜を歩くようになり、浅間山で最もアルペン

ムードが漂う絶景のルートだが、今日はガスで

何も見えずひたすら前に進む。仙人岳から鋸岳

へ向かって進み、鋸岳手前の J バンドから賽ノ

河原へ下降する。賽ノ河原へ降りると空が明るく

なり、平坦な道に皆さんの気持も明るくなったよ

うだ。前掛山登山口に着くと大勢の登山者が休

憩しており、我々もここからの長い登りに備えて

休憩し疲れを癒す。ここからは火山独特のザレ

た登山道を、１時間超掛けて登って行く。一歩一

歩ゆっくり登って行くと、時折陽が差し歩いて来

た蛇骨岳から鋸岳の稜線が見え歓声が上がる。『頂上へ着く頃には晴れるよ』と期待しながら登り、

立ち入り禁止の看板まで来ると晴れて浅間山の全容が現れる。皆さん元気が出て、避難シェルター

まで１時間で登り切った。休憩すると青空が見え、皆「ヤッター」と大喜び。ザックをデポしルンルン

気分で前掛山へ向かって登って行く。 

前掛山への稜線から浅間山がはっきり見え、皆

さん満足そうに笑顔で登って行く。前掛山山頂の

標識で記念写真を撮り、眺望を存分に楽しんだ

らシェルターまで戻りランチタイム。今日の山ご

飯は焼きそばにした。キャベツとモヤシをたっぷ

り入れ、肉とシャウエッセンが入った焼きそばは

とても美味。ランチが済んだら前掛山登山口ま

で下り、分岐を左に進み湯の平分岐で小休止す

る。ここからは最後の難関、草すべりの急登が

待っている。トーミの頭まで１時間２０分のきつい

登りである。 

疲れた足には過酷な登りで、前の３人は無言で耐えて登っていたが後ろの２人はおしゃべりしなが

ら余裕で登っていた。きつい登りを休まず５５分で登

り切り、トーミの頭でご褒美のリンゴをいただく。 

朝と違いガスも晴れ、展望を楽しみながら美味しくい

ただいた。ここから少し下り中コース分岐を右に進

み、中コースを下って行く。樹林帯の中を下る道だ

が、雨で削られた深い溝状の道で歩きにくい。駐車

場までもう少しの所で雨が落ちて来て、レインウエア

ーの上衣を着たが直ぐに雨は上がった。駐車場に

戻り靴を履き替え、ビジターセンターでトイレを借り

て帰路につく。途中、道の駅「雷電くるみの里」に寄り、ご褒美に名物の「くるみ入りソフトクリーム」

を食べ、野菜やお土産を買い予定より少し遅れて岩舟支所に帰着した。 


